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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第112期
第３四半期
連結累計期間

第112期
第３四半期
連結会計期間

第111期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日

自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高 （百万円） 80,366 26,870 104,798

経常利益 （百万円） 5,920 1,664 7,442

四半期（当期）純利益 （百万円） 4,132 1,261 5,117

純資産額 （百万円） － 42,278 41,105

総資産額 （百万円） － 101,355 98,550

１株当たり純資産額 （円） － 581.45 564.08

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 60.06 18.34 74.35

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円）

 －

（注）２

－

（注）２

－

（注）２

自己資本比率 （％） － 39.4 39.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,883 － 4,846

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △325 － △2,621

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △164 － △1,419

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） － 9,019 7,858

従業員数 （名） － 2,370 2,241

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（名）
2,370

（　185）

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、（　）外数で

記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（名）
384

（　 36）

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高（百万円）

塗料関連事業（船舶用塗料） 12,685

塗料関連事業（工業用塗料） 2,694

塗料関連事業（コンテナ用塗料） 3,352

その他の事業 －

合計 18,732

　（注）　金額は、製造原価で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2) 受注状況

　一部の特殊品を除いて販売予量に基づく見込み生産を行っております。

(3) 販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（百万円）

塗料関連事業（船舶用塗料） 19,378

塗料関連事業（工業用塗料） 3,353

塗料関連事業（コンテナ用塗料） 3,985

その他の事業 152

合計 26,870

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行なわれておりません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間における世界経済は、国際的な金融不安が実体経済へ深刻な影響を及ぼし、景気の低

迷が顕著になってまいりました。また、日本経済においては、急速なマーケットの収縮による影響や為替変動などが

企業収益を圧迫し、雇用環境の悪化や個人消費の減速もみられるなど景気は後退局面となってまいりました。

当社グループを取り巻く環境としましては、船舶分野においては新造船の新規受注に調整が入ったものの、出荷

量などに総じて大きな変化はみられませんでした。一方、コンテナ分野においては世界的な消費の低迷によるコン

テナ物流量の減少により、生産数量の減退がみられました。また、工業分野においては設備投資の抑制や不動産市況

の悪化などにより、厳しい市場環境で推移してまいりました。

このような状況のもと、当第３四半期連結会計期間の当社グループの売上高は26,870百万円となりました。営業

利益は1,752百万円、経常利益は1,664百万円、四半期純利益は1,261百万円となりました。

 

①　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

Ａ 塗料関連事業

船舶用塗料は、新造船用塗料、修繕船用塗料ともに国内外の売上高は、堅調に推移しました。

コンテナ用塗料は、欧米向けを主とする貨物の減少に伴うコンテナ生産調整の影響により塗料の受注が落ち込

み、売上は減少しました。

工業用塗料は、厳しい市場環境のなか販売が伸び悩み、売上は減少しました。

その結果、塗料関連事業の売上高は26,717百万円となり、営業利益は2,027百万円となりました。

 

Ｂ その他の事業

その他の事業の売上高は152百万円となり、営業利益は75百万円となりました。

 

②　所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

Ａ 日本

工業用塗料は建材分野などの厳しい受注環境により出荷は伸び悩んだものの、船舶用塗料はシェアの回復や新

造船建造量の増加により売上高は11,330百万円、営業利益は659百万円となりました。

 

Ｂ アジア

船舶用塗料は新造船、修繕船ともに出荷は堅調で売上が増加しましたが、コンテナ用塗料は海上コンテナの生産

調整により売上が減少したことや為替の影響などにより売上高は12,793百万円、営業利益は1,003百万円となりま

した。

 

Ｃ その他の地域

船舶用塗料を中心として売上が増加したことから売上高は2,745百万円となったものの、営業損失は48百万円と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ2,804百万円増加の101,355百万円となりまし

た。１株当たり純資産額は前連結会計年度末に比べ17.37円増加の581.45円となりました。

①　流動資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ6,099百万円増加の69,666百万円となりました。主な要因は、現金及び預金

の増加（1,138百万円）や受取手形及び売掛金の増加（3,794百万円）であります。

②　固定資産

固定資産は前連結会計年度末に比べ3,295百万円減少の31,688百万円となりました。主な要因は、土地の減少

（1,331百万円）や投資有価証券の減少（2,020百万円）であります。 

③　流動負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ1,949百万円増加の51,671百万円となりました。主な増減要因は、支払手形

及び買掛金の増加（2,229百万円）や短期借入金の増加（1,255百万円）、未払法人税等の減少（1,004百万円）

であります。

④　固定負債

固定負債は前連結会計年度末に比べ318百万円減少の7,404百万円となりました。主な増減要因は、長期借入金

の増加（402百万円）や繰延税金負債の減少（754百万円）であります。

⑤　純資産

純資産は前連結会計年度末に比べ1,173百万円増加の42,278百万円となりました。主な増減要因は、当四半期純

利益の計上などによる利益剰余金の増加（2,547百万円）やその他有価証券評価差額金の減少（1,282百万円）

であります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は9,019百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益1,673百万円の計上などにより、780百万円のプラスとなりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　固定資産の売却などにより、1,257百万円のプラスとなりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の増加などにより、755百万円のプラスとなりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は479百万円であります。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

業績を左右する市場環境としましては、これまでは世界の経済成長に牽引された国際海上物流の増加に対応し、

海運各社の船舶建造意欲は強いものがありましたが、金融危機以降の急速な世界経済低迷により、従来の投資姿勢

の見直しが行われております。今後、数年は造船各社も手持ち工事量は確保しているものの、その後の新造船建造の

動向は不透明となってまいりました。

また、原材料価格に影響する原油・ナフサや銅・亜鉛を中心とした非鉄金属の価格動向や海外売上の増加に伴い

為替の動向が損益に大きな影響を及ぼします。

このような経営環境のなかで、当社グループとしましては、機能性や環境対応など顧客ニーズを汲み取り市場か

ら求められる製品を投入することにより拡販し、適正な利益の確保に努めてまいります。

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は常に現状の事業内容を分析し、経営に影響を及ぼすリスクに対応できる管理体制を構築

し、最新の情報に基づき経営に当たっております。

また、当社グループの経営方針である「遵法精神を主軸に置き常に顧客の立場に立ち革新的な製品の供給を行う

ことで利益を確保し、社業の発展を通じて社会に貢献する」に沿って更なる事業拡大を目指す所存であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

 

EDINET提出書類

中国塗料株式会社(E00897)

四半期報告書

 7/27



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 277,630,000

計 277,630,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成20年12月31日）

 提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 69,068,822 69,068,822
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容になんら限定の

ない当社における標準と

なる株式

単元株式数1,000株 

計 69,068,822 69,068,822 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 69,068 － 11,626 － 5,396

 

（５）【大株主の状況】

①　シュローダー証券投信投資顧問株式会社及びその共同保有者２名から、平成20年11月５日付の大量保有（変

更）報告書の写しの送付があり、平成20年10月31日現在でそれぞれ以下のとおり株式を所有している旨の報告を

受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができておりま

せん。

　　なお、大量保有報告書の内容はそれぞれ以下のとおりであります。

 氏名又は名称  住　　所
所有株式数

（千株）

株券等保有

割合（％）

 シュローダー証券投信投資顧問株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目１１番１号 831 1.20

 シュローダー・インベストメント・
 マネージメント・ノースアメリカ・
 リミテッド

英国ＥＣ２Ｖ ７ＱＡ ロンドン、グレシャム・ 
ストリート３１

2,910 4.21

 シュローダー・インベストメント・
 マネージメント・リミテッド

英国ＥＣ２Ｖ ７ＱＡ ロンドン、グレシャム・
ストリート３１

74 0.11
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②　株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから、平成20年11月17日付の大量保有（変更）報告書の写しの

送付があり、平成20年11月10日現在で株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行ほか３名の共同保有者がそれぞれ以下のとお

り株式を所有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質

所有株式数の確認ができておりません。 

　　なお、大量保有報告書の内容はそれぞれ以下のとおりであります。

 氏名又は名称  住　　所
所有株式数

（千株）

株券等保有

割合（％）

 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,553 2.25

 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社  東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 4,225 6.12

 三菱ＵＦＪ投信株式会社  東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 119 0.17

 国際投信投資顧問株式会社  東京都千代田区丸の内三丁目１番１号 147 0.21

 

（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、実質株主が把握できず、記載することがで

きないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　264,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式　 68,346,000 68,346同上

単元未満株式 普通株式　　　458,822 － －

発行済株式総数 69,068,822 － －

総株主の議決権 － 68,346 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株含まれております。

また、「議決権の数（個）」には、同機構名義の完全議決権株式（その他）に係る議決権が７個含まれてお

ります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式90株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式
数の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

中国塗料株式会社

広島県大竹市

明治新開１番７
264,000 － 264,000 0.38

計 － 264,000 － 264,000 0.38

　（注）　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）

あります。

　　　　　なお、当該株式数は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含めております。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

 
11月

 
12月

最高（円） 802 915 843 750 812 799 622 552 675

最低（円） 667 760 721 633 680 589 338 354 405

　（注）　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

  

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。なお、執行役員の異

動については次のとおりであります。

(1）新任執行役員

役名及び職名 氏名 就任年月日

執行役員

船舶塗料事業本部　国内営業統括部　東京支店長
吉野　　實 平成20年７月１日
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,114 7,975

受取手形及び売掛金 ※4
 40,333 36,538

有価証券 － 2

商品及び製品 11,197 10,918

仕掛品 557 632

原材料及び貯蔵品 6,822 6,167

繰延税金資産 818 735

その他 1,599 1,295

貸倒引当金 △775 △700

流動資産合計 69,666 63,567

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 6,648

※1
 6,886

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 2,924

※1
 3,161

土地 13,207 14,538

その他（純額） ※1
 1,261

※1
 984

有形固定資産合計 24,041 25,571

無形固定資産 770 450

投資その他の資産

投資有価証券 5,270 7,290

繰延税金資産 390 370

その他 1,238 1,342

貸倒引当金 △22 △41

投資その他の資産合計 6,875 8,961

固定資産合計 31,688 34,983

資産合計 101,355 98,550
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 18,095 15,866

短期借入金 27,141 25,885

1年内返済予定の長期借入金 130 630

未払金 3,430 3,288

未払法人税等 475 1,479

賞与引当金 127 84

役員賞与引当金 54 －

製品保証引当金 184 239

その他 2,033 2,248

流動負債合計 51,671 49,722

固定負債

長期借入金 2,957 2,555

長期未払金 327 349

繰延税金負債 39 793

再評価に係る繰延税金負債 3,026 3,044

退職給付引当金 733 691

負ののれん － 9

その他 318 279

固定負債合計 7,404 7,723

負債合計 59,076 57,445

純資産の部

株主資本

資本金 11,626 11,626

資本剰余金 7,783 7,785

利益剰余金 20,311 17,764

自己株式 △185 △156

株主資本合計 39,536 37,020

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 214 1,497

土地再評価差額金 3,168 2,526

為替換算調整勘定 △2,937 △2,224

評価・換算差額等合計 445 1,798

少数株主持分 2,296 2,286

純資産合計 42,278 41,105

負債純資産合計 101,355 98,550
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 80,366

売上原価 58,697

売上総利益 21,668

販売費及び一般管理費 ※1
 15,677

営業利益 5,991

営業外収益

受取利息 60

受取配当金 162

受取ロイヤリティー 96

技術指導料 102

その他 500

営業外収益合計 922

営業外費用

支払利息 577

為替差損 206

その他 209

営業外費用合計 993

経常利益 5,920

特別利益

固定資産売却益 14

その他 0

特別利益合計 14

特別損失

固定資産売却損 3

投資有価証券評価損 4

過年度増値税等 155

その他 12

特別損失合計 175

税金等調整前四半期純利益 5,758

法人税、住民税及び事業税 1,270

法人税等調整額 △155

法人税等合計 1,115

少数株主利益 510

四半期純利益 4,132
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 26,870

売上原価 19,848

売上総利益 7,021

販売費及び一般管理費 ※1
 5,269

営業利益 1,752

営業外収益

受取利息 16

受取配当金 38

受取ロイヤリティー 18

技術指導料 32

保険配当金 59

その他 47

営業外収益合計 213

営業外費用

支払利息 160

為替差損 60

その他 78

営業外費用合計 300

経常利益 1,664

特別利益

固定資産売却益 13

特別利益合計 13

特別損失

固定資産売却損 0

投資有価証券評価損 3

過年度増値税等 1

特別損失合計 5

税金等調整前四半期純利益 1,673

法人税、住民税及び事業税 268

法人税等調整額 △35

法人税等合計 232

少数株主利益 179

四半期純利益 1,261
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,758

減価償却費 1,130

のれん償却額 17

貸倒引当金の増減額（△は減少） 92

退職給付引当金の増減額（△は減少） 66

その他の引当金の増減額（△は減少） 71

受取利息及び受取配当金 △223

支払利息 577

為替差損益（△は益） 21

固定資産売却損益（△は益） 17

投資有価証券売却損益（△は益） △0

投資有価証券評価損益（△は益） 4

会員権評価損 12

売上債権の増減額（△は増加） △4,088

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,256

未収消費税等の増減額（△は増加） 343

仕入債務の増減額（△は減少） 3,166

割引手形の増減額（△は減少） △469

長期未払金の増減額（△は減少） △21

その他 △843

小計 4,377

利息及び配当金の受取額 222

利息の支払額 △574

法人税等の支払額 △2,142

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,883

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 19

固定資産の取得による支出 △1,659

固定資産の売却による収入 1,655

投資有価証券の取得による支出 △15

投資有価証券の売却による収入 3

子会社株式の取得による支出 △286

その他 △42

投資活動によるキャッシュ・フロー △325

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 996

長期借入金の返済による支出 △97

自己株式の売却による収入 8

自己株式の取得による支出 △39

配当金の支払額 △844

少数株主への配当金の支払額 △158

その他 △28

財務活動によるキャッシュ・フロー △164

現金及び現金同等物に係る換算差額 △231

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,161

現金及び現金同等物の期首残高 7,858

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 9,019
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１　連結の範囲に関する事項の変更

(1）連結の範囲の変更

　FIJNAART HOLDINGS B.V.及びCHUGOKU COATINGS B.V.につきましては、第２四半期連結会計期間において

CHUGOKU PAINTS B.V.に吸収合併されたことに伴い、連結の範囲から除外しております。

(2）変更後の連結子会社の数

　25社

２　会計処理基準に関する事項の変更

(1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりましたが、

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業

会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下による簿価切下げの方法）により算定しております。

　これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益はそれぞれ41百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

(2）連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５月

17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　なお、これによる損益への影響は軽微であります。

(3）リース取引に関する会計基準等の適用

　「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会計

基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最終改正

平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から適用し、所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じ

た会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっておりま

す。

　これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間のリース資産が有形固定資産に129百万

円計上されております。なお、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

 

 

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している有形固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

 

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１　有形固定資産の耐用年数の変更

　提出会社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機として、第１四半期連結会計期間より機械装置

の耐用年数及び資産区分の見直しを行なっております。これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期

連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ18百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 19,026百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 20,922百万円

２　偶発債務 ２　偶発債務

保証債務

　特約店への売上債権の回収に対する保証

保証債務

　特約店への売上債権の回収に対する保証

三菱商事㈱ 1,307百万円 三菱商事㈱ 1,204百万円

　３　手形割引高及び裏書譲渡高 　３　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形割引高 1,854百万円 受取手形割引高 2,323百万円

※４　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理しております。 

　　　なお、当連結会計期間末日が金融機関の休日であったた

め、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

───── 

 

 

 

 

受取手形 559百万円

支払手形 624　〃
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（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

　　とおりであります。

販売手数料  1,555百万円

運送費  3,011〃

役員報酬及び従業員給料等  4,774〃

貸倒引当金繰入額  119〃

賞与引当金繰入額  64〃

役員賞与引当金繰入額  54〃

製品保証引当金繰入額  5 〃

退職給付費用  358〃

減価償却費  313〃

  

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次の

　　とおりであります。

販売手数料 533百万円

運送費 1,004〃

役員報酬及び従業員給料等 1,633〃

貸倒引当金繰入額 84〃

賞与引当金繰入額 27〃

役員賞与引当金繰入額 18〃

製品保証引当金繰入額 8 〃

退職給付費用 111〃

減価償却費 119〃

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 9,114百万円

預入期間が３か月超の定期預金 　△94　〃

現金及び現金同等物 9,019百万円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式（株） 69,068,822

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式（株） 305,836

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

  

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日

定時株主総会
普通株式 481 7.00平成20年３月31日平成20年６月27日利益剰余金

平成20年10月31日

取締役会
普通株式 412 6.00平成20年９月30日平成20年12月２日利益剰余金

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
塗料関連事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する

　　売上高
26,717 152 26,870 － 26,870

(2）セグメント間の内部

　　売上高又は振替高
2 101 104 (　104) －

計 26,720 254 26,974 (　104) 26,870

営業利益 2,027 75 2,103 (　351) 1,752

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
塗料関連事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する

　　売上高
79,941 425 80,366 － 80,366

(2）セグメント間の内部

　　売上高又は振替高
7 293 300 (　300) －

計 79,948 718 80,667 (　300) 80,366

営業利益 6,906 229 7,135 (1,144) 5,991

　（注）１　事業区分の方法

提出会社の事業区分の方法は、製品の種類・性質及び販売方法等の類似性を考慮し、塗料販売及び塗装請

負・塗装技術サービスの塗料関連事業と、その他の事業に区分しております。

２　各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

塗料関連事業
船底塗料、合成樹脂塗料、シンナー及びその他の塗料、塗装請負、塗装技術

サービス

その他の事業 不動産賃貸及び管理、ゴルフ練習場運営、電算機ソフトウェア開発等

３　会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２ (1）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業

会計基準第９号）を適用しております。これに伴い、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累

計期間の営業利益は塗料関連事業で41百万円減少しております。

４　追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

第１四半期連結会計期間から、機械装置の耐用年数の見直しを行なっております。これに伴い、従来の方法

によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は塗料関連事業で17百万円、その他の事業で

１百万円減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する

　　売上高
11,330 12,793 2,745 26,870 － 26,870

(2）セグメント間の内部

　　売上高又は振替高
1,825 2,225 206 4,257 ( 4,257) －

計 13,156 15,019 2,952 31,127( 4,257) 26,870

営業利益又は

営業損失（△）
659 1,003 △48 1,615 136 1,752

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日） 

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する

　　売上高
33,128 38,959 8,278 80,366  － 80,366

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
5,522 6,073 599 12,195(12,195)  －

計 38,651 45,032 8,878 92,562(12,195) 80,366

営業利益又は

営業損失（△）
2,082 3,574 △191 5,465 525 5,991

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1）アジア　　　：中国、シンガポール、香港、韓国、台湾、タイ、マレーシア、インドネシア

(2）その他の地域：オランダ、アメリカ、イギリス

３　会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２ (1）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業

会計基準第９号）を適用しております。これに伴い、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累

計期間の営業利益は日本で41百万円減少しております。

４　追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

第１四半期連結会計期間から、機械装置の耐用年数の見直しを行なっております。これに伴い、従来の方法

によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は日本で18百万円減少しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 12,809 2,753 15,562

Ⅱ　連結売上高（百万円）   26,870

Ⅲ　連結売上高に占める

　　海外売上高の割合（％）
47.7 10.2 57.9

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 38,976 8,298 47,275

Ⅱ　連結売上高（百万円）   80,366

Ⅲ　連結売上高に占める

　　海外売上高の割合（％）
48.5 10.3 58.8

 

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1）アジア　　　：中国、シンガポール、香港、韓国、台湾、タイ、マレーシア、インドネシア、オセアニア

(2）その他の地域：オランダ、アメリカ、イギリス、アフリカ

３　海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 １株当たり純資産額 581.45円  １株当たり純資産額 564.08円

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 42,278 41,105

普通株式に係る純資産（百万円） 39,982 38,818

差額の主な内訳（百万円）   

少数株主持分 2,296 2,286

普通株式の発行済株式数（株） 69,068,822 69,068,822

普通株式の自己株式数（株） 305,836 252,059

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株）
68,762,986 68,816,763

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益 60.06円 １株当たり四半期純利益 18.34円

　（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円） 4,132 1,261

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 4,132 1,261

普通株式の期中平均株式数（株） 68,798,455 68,777,418

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

第112期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月31日開催の取締役

会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり

中間配当を行うことを決議いたしました。

 ① 配当金の総額  412百万円

 ② １株当たりの金額  ６円00銭

 ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成20年12月２日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

中国塗料株式会社

取締役会　御中

新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　秀法　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井　　均　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　政人　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中国塗料株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中国塗料株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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